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実用化してきたモノの柔さを弾性率（ヤング率）によって表現する方法は、医療など多様な分野・
業界で普及し始めている。さらに、より手軽なセンサー型デバイスを開発したことから、より広い分
野で誰でも活用いただける計測テクノロジーが仕上がった。
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やわらかさデザイン 研究室
京都工芸繊維大学  繊維学系 ( 佐久間研究室 )

「やわらかさ」の定量化テクノロジーの学術ポイント

①「やわらかさ」について、ヤング率などの「物理量」で定量化・分析
②　学術的な方式によって、客観的な分析を実現出来る！
③　小型・低コスト化で、あらゆる分野に導入出来る！

計測テクノロジーの「誰でも出来る」への実用化ヒストリー

本技術の特徴

さまざまな柔さ、硬さのモノを
「ヤング率」により一律に評価

2014年7月
ハンディ型
高感度モデル
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デスクトップ型
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